
中辺田見区のどんどや (１月13日若宮堰)年女の伊藤萌華さん (左)岡村くれなさん (右)共に御船小５年
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12月13日(木)・17日(月)に議会を開いた｡ 今回は専決処分の報告が１件､ 規約の変更が１件､ 24年
度の補正予算が７件､ 人事案件が２件､ 陳情が１件上程され､ すべて全会一致で可決承認した｡
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福永議員 選挙の公報看板だが入札

方法はどのようにしたか｡

野口総務課長 単独随意契約とした｡

吉村議員 秋只地区サイレン修繕工

事等は半分の補助で､ あとの半分は

地元負担か｡

野口課長 そのようになる｡ 現在､

消防団から申請書が出ている｡

吉村議員 10月７日に茶屋本で民家

が全焼した｡ その際サイレンが鳴ら

なかった｡ サイレンが鳴っていれば､

初期消火にもつながった可能性があ

る｡ こういった緊急性には早急に対

応していただきたい｡

宮�社会教育課長 サイレンは地元

産業建設常任委員長 吉村 公一

12月13日午後１時より委員会室に

おいて､ 産業建設常任委員６名､ 陳

情申請者４名､ 執行部５名が出席し

陳情第11号 (高山区の町道編入) に

ついて､ 審議した｡

視察後に各委員の意見としては､

現在の道路は国道443号線と町道高

山中央線のバイパス道路として､ 国

道新設当時から主に付近住民の生活

用道路と農業用道路として利用され

てきたものである｡ しかし今後は九

州中央自動車道の完成により､

小池高山インターチェンジ

(仮称) への入り込み道路が

整備され､ これまで以上に地

域住民以外の利用者が増える

との見解となった｡

各委員からの意見も踏まえ

総合的に判断し､ 陳情第11号

高山区の町道編入は､ 全委員

の賛成により採択と決した｡

高山区の町道を視察する産業建設常任委員

区長から要望が上がっており社会教

育の分館に要望書の提出をお願いし

ていた｡

田上議員 がん検診の推進事業精算

返還金があるが､ これは当初見込ん

でいた検診すべき人が受けなかった

からか｡

道山健康いきいき推進課長 見込ん

でいた数よりも受診者が少なかった｡

田上議員 受診すべき人に対して､

事前周知や勧奨の対策は考えている

のか｡

道山課長 具体的に声掛け運動はし

ていない｡ 今後は普及啓発が必要だ

と考える｡

田端議員 水源の共同アンテナと光

ケーブルが切断をされた件は､ その

後どうなっているか｡

野口課長 第１回公判があり相手か

ら反論書面が来ている｡ 争点が送電

線の高さになっている｡

田端議員 広域農道については､ 今

年度で完了ということでよいのか｡

藤岡経済振興課長 24年度で終了｡

田端議員 子ども医療費の増額補正

があっている､ 子ども医療費の伸び

率は､ どんな状況か｡

道山課長 子ども医療費は数年ごと

に年齢引き上げがあり､ 比較するの

は難しいが､ 毎年増加している｡ 前

年度よりも500万円 (13％) 増を見

込んでの増額補正である｡

福永議員 ノルディックウォーキン

グ教室というのが新しく開かれるが､

これを選ばれた経緯とか選ばれた理

由は何か｡

宮�課長 ｢健康いきいき御船町｣ の
部会でウォーキング関係がいいとい

う意見､ それから鷹野和美先生の

｢有酸素運動について｣ 全身を使う､

そんなに技術もいらない､ そうした

ことでノルディックウォーキングを

選んだ｡

福永議員 ノルディックウォーキン

グはどういうものか｡

宮�課長 スキーのストックを使っ

て全身運動で歩くものである｡

消防関係など

緊急性には早急な対応を

主な質疑

専決処分の報告及び承認

一般会計補正予算

��月定例議会

高山区

農道を町道にの要望 採択
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24年12月19日 (水) に第３回御船

町甲佐町衛生施設組合議会定例会が

開催された｡

議案についての提案説明があり､

審議と採決が行われた｡

御船町甲佐町衛生施設組合一般廃

棄物処理施設の技術者資格を定める

条例の制定 (可決)

御船町甲佐町衛生施設組合職員の

再任用に関する条例の制定 (可決)

平成24年度御船町甲佐町衛生施設

組合一般会計補正予算の承認 (第２

号) (可決)

議会終了後､ 延命化を続けてきた御

船町甲佐町衛生施設組合の火葬場に

ついて､ 広域化に向けた検討が始まっ

た旨の報告が組合長からあった｡ 具

体的には､今年度から事務局レベルの

固定資産評価委員人権擁護委員
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滝尾

火葬場玄関

益城斎場で運営状況などの説明を受けた

町村名 人口 (人) 世帯数 (戸) 面積 (㎞2)
益城町 33,620 12,620 65.67
嘉島町 8,877 3,193 16.66
西原村 7,025 2,470 76.23
合 計 49,522 18,283 158.56

〈表１ 各町の人口・世帯数〉

区分 火葬及び焼却 死体保管

単位 12歳以上 12歳未満 死胎
(妊娠４カ月以上) その他 １日１体

につき
使
用
料
金

地域住民 １体につき１体につき １体につき 20㎏につき
地域住民 15,000 10,000 5,000 3,000 5,000
地域外住民 45,000 3,000 15,000 10,000 15,000

〈表２ ３町での火葬処理件数〉

年度区分 19 20 21 22 23
件数 453 421 423 460 527

〈表３ 年間火葬件数〉

＊上記件数は､ 益城火葬場の件数で､ 今後も件数は増加傾向になる｡
＊御船町甲佐町では､ 年間に360件ほどの対応を行っている｡

組合委員
会報告

火葬場の延命化は！

４日 広報編集常任委員会

10日 全員協議会・広報編集常

任委員会

13日 議会・産業建設常任委員

会・総務常任委員会

17日 議会改革推進特別委員会

19日 御船町甲佐町衛生施設組

合議会

21日 上益城消防組合議会

25日 議会運営委員会

��月月月月月ののののの議議議議議議議会会会会会ののののの ききききき動

御船町甲佐町衛生施設組合議会議員 増田 安至

＊表１は３町の人口と世帯数
＊表２は火葬処理に要する使用料金
＊表３は平成23年までの５年間で対応した火葬処理数

勉強会が発足した事､ 25年度から協

議会へ昇格する予定である事など｡

【視察研修】

組合議員と事務職員全員で益城町

火葬場の視察研修を行った｡

益城斎場の経営主体は､ 益城・嘉

島・西原環境衛生組合立で平成6年

に竣工している｡

運転管理は火葬業務のみの直営方

式で､ 職員は７名体制だった｡ 毎月

の給与は他の職種に特殊手当として

10,000円が付加されている｡ 元旦以

外は平常通りの稼働｡ 一日の最大火

葬処理件数は６件｡ また焼却炉の数

は大型炉３基＋予備１基だった｡ 対

応件数が増加すれば､ いつでも予備

炉の増設は可能との事だった｡ 火葬

時間は約１時間50分程｡ (表１～３

は平成24年４月１日までの数値を表

にまとめたもの｡)
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福永 啓 議員

Ｑ 国保税増税が生活悪化を招くのでは
Ａ 町民の生活にも配慮し､公平な改定を目指す｡

一
般
質
問

福永議員 国保税値上げに際し､ 町

民の家計実態を知ることが必要｡ 試

算した家族構成で､ 実際自由に使え

るお金がどのくらいあるか調べたか｡

藤本税務課長 いろんなパターンで

試算している｡ 例えば230万円の収

入がある４人家族の場合､ 年間で８

万円ほどの負担増になる試算もある｡

世帯の収入から税金や社会保険料を

を引いた金額は試算したが､ 実際自

由に使えるお金がどのくらい残るか

は試算していない｡ しかし､ 滞納処

分などを通して町民生活の厳しさが

実感できるので､ 法的減免措置など

を通して､ 低所得世帯に対して配慮

していきたい｡

福永議員 法的減免措置の対象にな

らない世帯でも､ 自由に使えるお金

がほとんど無い世帯も多い｡ 世帯の

収入が上がらない中､ 国保税の値上

げ分は消費の抑制か滞納となり､ さ

らには生活保護世帯の増加につなが

る可能性もある｡ 消費抑制による地

域経済への影響､ 滞納増加による財

政状況悪化などを考えると､ 国保税

値上げが本当に国保財政健全化につ

ながるのか､ また､ 町民の生活悪化

を招かないのか､ 大きな疑問が残る｡

藤本課長 試算はまだまだ不十分｡

十分に検討を重ねて､ 公平で町民の

方々に理解いただける国保税改定を

目指したい｡

福永議員 現在､ 町はふれあい公園

の整備を進めている｡ しかし既存の

公園の有効活用が出来なければ､ 新

しい公園の有効活用もしなくて良い

ということにつながりかねない｡ 野

鳥の森及び城山公園の有効活用計画

はあるか｡

藤岡経済振興課長 野鳥の森の散策

路は予算措置をして整備したい｡ 鳥

獣保護センターは県の施設､ 運営は

NPOなので､ 町として具体的な有

効活用計画はない｡ 城山公園は桜の

季節を中心に町民から親しまれてい

る｡ 現状のままの利用を基本として

管理していきたいと考えている｡

福永議員 野鳥の森は現在全て町が

管理している｡ 県とNPOと町が共

に協力しあわなければ有効活用計画

は出来ない｡ 鳥獣保護センターの旧

展示施設などは､ 県立博物館プロジェ

クトなどとも協力して有効活用を進

めてはどうか｡ 城山公園は､ 戦国武

将 ｢甲斐宗運｣ の居城でもあり､ 町

が誇る史跡でもある｡ ｢甲斐宗運｣

は､ 戦国シュミレーションゲームの

影響もあり､ ネットで検索すると､

全国的に関心が高い事がわかる｡ 城

山公園を御船城跡として生かしてい

くべきでは｡

藤岡課長 鳥獣保護センターは耐震

化の問題もあると聞いているが､ 今

後県やNPOとも協議をして､ 有効

活用を模索していきたい｡

山本町長 ｢甲斐宗運｣ のネット検

索結果には私も驚いた｡ 大変よい視

点だと思うので､ 御船の恐竜と共に

町の観光や活性化のために生かして

いきたい｡

国民健康保険税値上げ計画に
ついて

独自に試算した結果､ 表のようになった｡
その他に､ ｢食費｣ ｢家具・家事用品費｣ ｢被
服履物費｣ ｢保健医療費｣ ｢教養娯楽費｣ ｢雑
費｣ 等が生活に必要だがほとんど残らない｡

既存公園の維持管理､ 有効利
用について

熊本県ゆかりの有名武将で検索してみると､
甲斐宗運は上位に入る｡ 九州の有名な武将
｢大友宗麟｣ (ヒット数441,000件) とほぼ匹
敵するヒット数｡
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藤川議員 恐竜博物館・観光交流セ

ンターの建築費用はどれくらいか｡

山本町長 恐竜博物館・観光交流セ

ンター建築費用は､ ４億４千万円､

設計図書は､ 12月中旬に完了予定､

２月上旬に工事指名入札を行う｡ 工

事期間は約７ヶ月で､ 建築は､ 平成

25年11月に竣工予定｡

藤川議員 恐竜博物館・観光交流セ

ンターの建設・運営について､ どの

課が担当するのか｡

宮�社会教育課長 恐竜博物館・観

光交流センターの建設は､ 社会教育

課で行う｡ 恐竜博物館は町直営で運

営し､ 社会教育課が担当する｡

観光交流センターは､ 経済振興課

の観光係が担当する予定｡

山本町長 観光交流センターは､ 25

年度､ 観光課 (仮称) として独立し､

観光交流センター､ ギャラリー､ 夏

祭りなどの行事を行う｡

藤川議員 恐竜博物館・観光交流セ

ンターの敷地面積は､ それぞれどれ

だけか｡

宮�課長 恐竜博物館・観光交流セ

ンター・子育支援センター総敷地面

積は､ 3,100㎡｡

藤川議員 恐竜博物館・観光交流セ

ンターの建築構造､

建築費用はいくらか｡

宮�課長 建築面積

2,000㎡､ 鉄骨２階

建､ １階は常設展示

場に吹き抜けエント

ランスなど500㎡､

交流センター部分260

㎡～270㎡｡ ２階は､

分析室､ クリーニン

グ室など｡ 旧幼稚園

改築は､ 約250㎡と

なっている｡

藤川議員 展示工事費は､ 資料の試

算では､ ㎡の５万円・20万円・40万

円とあるが､ どの試算で工事をする

のか｡

宮�課長 展示工事費は､ 財政当局

と話し合い中で､ まだ予算が決まっ

ていない｡

藤川議員 展示工事費が決まってな

いなら､ 建設の総工事費がわからな

いということ｡ 企画財政課長､ 建築

費の起債額 (ローン) はいくらで､

年間いくら償還するのか｡

吉本企画財政課長 起債額は３億円

弱で､ 15年間償還で､ 毎年２千６百

万円の償還額となる｡

藤川議員 恐竜博物館年間入館者は

どれ位の人数を予定しているか｡

宮�課長 恐竜博物館年間入館者４

万人以上を予定している｡ 目標は､

10万人を目標にしている｡

藤川議員 恐竜博物館・観光交流セ

ンターの年間維持管理費は､ いくら

になるか｡

宮�課長 年間１千７百万円～２千

万円ぐらい｡

藤川議員 恐竜博物館・観光交流セ

ンターの人件費は､ それぞれいくら

になるか｡

宮�課長 恐竜博物館は､ 現在約

２千６百万円､ 開館後は､ 事務員､

非常勤の人数増で人件費が増加する｡

藤岡経済振興課長 観光交流センター

では､ スタッフ数名予定､ 人件費に

ついては未定｡

藤川議員 人件費､ 維持費､ 償還金

を合計すると７千２百万円になるが､

町１世帯の年間負担金は､ いくらに

なるか｡

吉本課長 人件費､ 現在２千６百万

円､ 維持費､ ２千万円､ 起債額 (ロー

ン) ２千６百万円を合計すると７千

２百万円｡ 町世帯数6,000で割れば､

年間１世帯１万２千円の計算となる｡

藤川 博和 議員

Ｑ 恐竜博物館・交流センターはどうなる
Ａ 平成25年11月に竣工予定

一
般
質
問

御船町恐竜博物館

観光交流センター・子育て支援センターとして再生
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上野

川口 勝行さん

地域みんなで見守りたい

生演奏を聞かせたい

������
であると言う事でした (つまり､
お互いがお互いを見守り､ 心がけ
ること｡)
昔より希薄になった人間関係の
中､ 相互扶助の精神と心の繋がり
こそが､ 地域の絆を深めていく最
良の方法ではないでしょうか｡
今地域にとって一番大切で､ 重
要な課題だと思います｡

｢木倉学童保育クラブあけぼの｣

で12月23日にクリスマスコンサート

が開催されました｡ 生演奏を聞かせ

たい､ 本物の音色を聞かせたいとの

想いで､ 始まったコンサートも３回

目です｡ 今年は地域の皆様にも開放

されました｡ 演奏も会場もボランティ

最近ニュースで､ ｢孤独死｣ や
高齢者の ｢老老介護｣ など聞く事
が多くなりました｡ 私は昨年の９
月から御船町の政策にもある ｢健
康いきいき御船町21｣ の第３部会
(地域包括ケアの推進) に所属し､
月に２回のペースでワークショッ
プに参加するようになりました｡
一人暮らしでも､ 認知症になっ

ても､ 安心して暮らせる御船町を
創るにはどうすべきか､ 高齢者の
見守り支援や災害時の救助活動を
どうすべきか｡ いつも貴重な意見
が出ております｡ その意見を通し
て感じたことは､ 住民一人一人が
住んでいる環境はそれぞれ違うの
で､ 地域の実情に合わせた世代間
交流や地域交流などの活動が必要

議会の予定�月

１日 議会モニターアドバイザー
合同会議

２日 誰もが安心して暮らせるま
ちづくりフォーラム

７日 上益城消防組合議会
９日 老人クラブ大会
12日 全員協議会・議会改革推進

特別委員会
14日 熊本県後期高齢者広域連合

議会
視察受入れ
(徳島県三好市議会)

15日 議会
18日 上益城広域連合組合議会

袴野組合議会研修(～19日)
19日 熊本県町村議会議長会定期

総会
21日 議会運営委員会研修(～22

日)
25日 御船町甲佐町衛生施設組合

議会
御船地区衛生施設組合議会

アです｡ 演奏は熊本市を中心に活動

されている ｢熊本木管アンサンブル｣

の皆様｡ 楽器クイズや合唱で盛り上

がり子どもたちにとっては楽しい音

楽会となりました｡ 御船町は音楽の

町！聖夜に木管五重奏の調べと子ど

も達の歌声が鳴りひびいた｡

熊
本
木
管
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と
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グ
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12月10日 健康増進計画策定委員会
ワーキンググループ合同会議

発行責任者 岩田 重成
委 員 長 田上 忍
副 委 員 長 山田 五郎
委 員 佐藤 俊明
委 員 田中 隆敏
委 員 永山 和人
委 員 増田 安至

議会広報編集常任委員会

すこやかに新春をお迎えのこととお喜び
申し上げます｡
昨年末には大変慌ただしい中に､ 衆議院

選挙もあり小選挙区制度下で二度目の政権
交代が起こり､ ｢経済再生､復興､危機管理｣
の三つの課題に取り組むと言う事で､ 非常
に期待感を寄せられている事と存じます｡

毎回正確な情報をいち早く提供していけ
るよう全力で取り組んでいる議会広報です｡
御船町議会としても新年を迎えて､ 昨年度
から継続している認知症対策や地域防災計
画などの問題に真摯に取組んでいきたいと
思います｡
御船町の皆さんが豊かな生活と､ やさし
い気持ちで過ごせるよう､ 今年もどうぞ宜
しくお願い申し上げます｡ 増田安至

編 集 後 記


